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第 1 章： リリース ノート 
 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

このドキュメントで説明する項目 (P. 7) 

トレーニング (P. 8) 

各国語のサポート (P. 8) 

公開済みの修正 (P. 9) 

既知の問題および解決された問題 (P. 10) 

アドインの互換性 (P. 11) 

新規機能と拡張機能 (P. 13) 

ドキュメント (P. 23) 

互換性 (P. 27) 

アクセシビリティ機能 (P. 35) 

サードパーティ ソフトウェアに関する通知 (P. 43) 
 

このドキュメントで説明する項目 

このドキュメントでは、CA Clarity PPM で拡張された機能、ドキュメント、

およびシステム要件について説明します。 このリリースでは、製品から

アクセスできる CA Technologies マニュアル選択メニューを用意していま

す。 マニュアル選択メニューと製品マニュアルの詳細については、「CA 

Technologies マニュアル選択メニューの表示 (P. 25)」を参照してください。 

注： 本製品は、本書の出版時点で、本書に記載されているオペレーティ

ング システムおよびサードパーティ製のソフトウェアをサポートしてい

ます。 最新のリリース ノートは、CA サポート（http://ca.com/support）に

掲載されています。  
 

http://www.ca.com/jp/support/
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トレーニング 

ユーザ トレーニングについては、CA Technologies は、CA Productivity 

Accelerator （CA PA）ソリューションを提供しています。 このソリューショ

ンを使用して、教材を独自に作成したり、シミュレーションや評価を行う

ことができます。 作成した教材は、教室でのトレーニングや、オンライ

ンのシミュレーションで使用します。 ユーザは、［ユーザ］ツールバー

の［ラーニング］リンク、または、LMS （学習管理システム）からシミュ

レーションや評価を行うことができます。 CA PA が提供する標準のコンテ

ンツ モジュールにより、CA PA エディタへのアップロードが可能になり、

CA Clarity PPM の設定に合わせて変更できます。 また、組織のプロセスお

よび手順を CA PA ソリューションに統合することができます。 
 

CA Education はこれらのトレーニング ソリューションを提供します。 提供

されているトレーニングと CA PA の詳細については、

http://ca.com/education の CA Education Web サイトを参照してください。 
 

各国語のサポート 

国際化製品とは、必要なオペレーティング システムおよびサードパー

ティ製品のローカル言語バージョンで正常に動作する英語版製品です。 

また、国際化製品は、日付、時刻、通貨、数値に関してローカル言語の書

式をサポートします。 

翻訳済み製品（ローカライズ済み製品とも言います）とは、製品のユーザ 

インターフェース、オンライン ヘルプ、その他のドキュメントのローカ

ル言語サポートに加えて、日付、時刻、通貨、数値に関してローカル言語

でのデフォルトの書式設定をサポートする国際化製品です。 
 

http://ca.com/education
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この製品は完全にローカライズされ、日付、時刻、および数値フォーマッ

トに関する 100 以上の地域設定をサポートします。 ユーザ インター

フェースは、以下の言語で利用できます。 

 

■ ポルトガル語（ブラジル） ■ 日本語 

■ チェコ語 ■ ノルウェー語 

■ デンマーク語 ■ ポーランド語 

■ オランダ語 ■ ロシア語 

■ 英語 ■ 中国語（簡体字） 

■ フィンランド語 ■ スペイン語 

■ フランス語 ■ スウェーデン語 

■ ドイツ語 ■ 中国語（繁体字） 

■ ハンガリー語 ■ トルコ語 

■ イタリア語  

CA Clarity PPM オンライン ヘルプと製品ドキュメントのローカライズ 

バージョンは、製品の一般リリース（General Availability）から 90 日以内

に提供されます。 

ローカライズされた製品ドキュメントの最新のバージョンは、CA サポー

トから入手できます。 
 

公開済みの修正 

製品の認定マトリクス、およびテクニカル サポートが 

http://ca.com/support で提供しているソリューションとパッチを確認する

ことを推奨します。 ユーザはソリューション、パッチ、および製品リリー

スに必要なすべての前提条件の発行済み修正プログラムを確認できます。  
 

http://ca.com/support
http://ca.com/support
http://ca.com/support


既知の問題および解決された問題 

 

10  リリース ノート - オンデマンド 

 

既知の問題および解決された問題 

既知の問題 

既知の問題については、CA Support Online にログインし、キーワード

「clarity13open」を使用して検索してください。 すべての関連記事および

既知の問題が表示されます。 

注： 製品のインストールと新機能に関する既知の問題については、「変

更の影響とアップグレード ガイド」の「インストールおよびアップグレー

ド」の章を参照してください。 
 

解決された問題 

解決された問題については、CA Support Online の解決された問題のページ

を参照してください。 
 

Java Runtime Environment の問題 

Java Runtime Environment （JRE）は、CA Clarity PPM のリリース時には不明

である問題を含めて、セキュリティに関する問題を解決するために頻繁に

更新されます。 最新の修正を反映するには、最新の JDK バージョン 7 をダ

ウンロードすることを推奨します。 
 

http://www.support.ca.com/
https://support.ca.com/irj/portal/phpsupcontent?techDocAccess=N&contentID=6a18b0db-204b-428f-85cd-2279d42b3c75
https://support.ca.com/irj/portal/phpsupcontent?techDocAccess=N&contentID=6a18b0db-204b-428f-85cd-2279d42b3c75
https://support.ca.com/irj/portal/phpsupcontent?techDocAccess=N&contentID=6a18b0db-204b-428f-85cd-2279d42b3c75
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アドインの互換性 

以下のセクションでは、リリース 13.3 用のインストールされたアドイン、

アクセラレータ、およびコネクタのアップグレードに関する重要な情報に

ついて説明します。 

■ バージョン 13.0、リリース 13.1、またはリリース 13.2 からこのリリー

スにアップグレードする場合、展開すると以下のアドインがアップグ

レードされます。 

– PMO アクセラレータ 

– Clarity ソリューション パック（CSP） 
 

– Clarity Agile 

– Microsoft SharePoint 用コネクタ 

■ バージョン 13.0 より前のいずれかのバージョンからリリース 13.3 に

アップグレードする場合、インストールされているアドインがすべて

アップグレードされます。  
 

以下の表に、リリース 13.3 でインストールされるアクセラレータおよび

コネクタのリリースを示します。 

 

アクセラレータまたはコネクタ アップグレードされた

バージョン 

PMO アクセラレータ 3.3.0 

Clarity ソリューション パック（CSP） 3.3.0 

アーンド バリュー マネージャ 2.0.1 

PRINCE2 用アクセラレータ 2.0.1 

PMBOK 用アクセラレータ 2.0.1 

新製品開発用アクセラレータ 2.0.2 

BRM アクセラレータ 3.0.2 

CA Unicenter Service Desk & CA Software Change Manager™ for 

Distributed 用コネクタ  

2.0.1 

Microsoft SharePoint 用コネクタ 3.0.0 
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アクセラレータまたはコネクタ アップグレードされた

バージョン 

サービス接続 2.0.0 

Catalyst コネクタ 2.5.0 

CA Clarity Agile 13.3 
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第 2 章： 新規機能と拡張機能 
 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

新規機能 (P. 13) 

拡張された機能 (P. 20) 
 

新規機能 

このリリースには以下の新規機能が搭載されています。 

■ ポートフォリオ コストとリソースのバランシング (P. 13) 

■ 会計的に有効になったアイデア (P. 14) 

■ ログイン ページのリブランディング (P. 15) 

■ 対話型ガントの印刷 (P. 16) 

■ MSP 統合パフォーマンスの向上 (P. 17) 

■ ガント内の編集可能な期間フィールド (P. 18) 

■ XOG ガバナーの上限 (P. 19) 

■ コスト計画および非アクティブなリソースへの入力 (P. 20) 
 

ポートフォリオ コストとリソースのバランシング 

ウォーターライン ビューが機能拡張され、選択されたポートフォリオ制

約に対して集計された時間変動合計を表示するようになりました。 集計

は、コストおよびリソースの制約がどのようにポートフォリオに影響して

いるかに関する詳細を提供します。 集計の詳細により、問題の領域を絞

り込み、コストおよびリソースの制約のバランスを保つことができます。 

個別の投資に対する時間変動値は、選択された制約用のガント バーに重

ねて表示することもできます。 
 



アドインの互換性 

 

14  リリース ノート - オンデマンド 

 

会計が有効になったアイデア 

このリリースには会計が有効になったアイデアが含まれます。 変更には

以下のものが含まれます。 

■ アイデアのコスト計画、利点計画、および予算計画を作成する機能。 
 

■ CA Clarity PPM で開く任意のアイデア用の［会計計画］タブ。 このタブ

では、アイデアのコスト計画、利点計画、および予算計画にアクセス

できます。 

■ ［会計］（サブページ）、［コスト計画］、［利益計画］、および［予

算計画］の各アイデア ページ用の新しいアクセス権。  
 

■ アイデアの変換ページ上の ［会計プロパティと会計計画のコピー］と

いう名前の新しいチェック ボックス。 変換ページでは、アイデアを投

資に変換できます。 このチェック ボックスを使用すると、アイデアか

らターゲットの投資に会計データをコピーできます。 
 

■ 実際の属性をビューに追加できないようにする、アイデアのコスト計

画オブジェクト用の新しいビュー。  

■ 実際の属性をビューに追加できないようにする、アイデアの利益計画

の詳細オブジェクト用に追加された新しいビュー。  
 

■ アイデアのコスト計画上のワークフロー プロセスの設定。 

以下の制限がアイデアの会計計画に対して存在します。 

■ トランザクションを使用する実績値は使用できません。 
 

■ 手動で作成されたコスト計画（基準計画）のみが、ターゲット投資に

変換できます。 投資チームから値が入力される方法、またはタスク割
り当て方法を使用して作成するコスト計画は変換されません。 

■ 予算計画はターゲットの投資に変換されません。 
 

■ ワークフロー システム アクションは、アイデア会計計画をターゲット

投資に変換するためには利用できません。 アイデア会計計画は、ユー

ザ インターフェースによってのみ変換できます。 
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ログイン ページはリブランドできる 

ログイン ページの外観をカスタマイズするために UI テーマの CSS を使用

できます。 たとえば、組織に対してカスタム ロゴを設定するか、または

ログインするときにすべてのユーザに対して表示するメッセージを設定

します。 サンプルのシステム メンテナンス メッセージが以下のように表

示されます。 
 

システムは 4 月 15 日（日）午後 11:30 から 4 月 16 日（月）午前 3:30 まで利用できませ

ん。 
 

 
 

1. ログイン ページのトップ メッセージ 

ログイン ページの上部にサービスのお知らせまたはカスタム メッセージ

を追加できます。 
 

2. ログイン ページの下部のメッセージ 

ログイン ページの下部にサービスのお知らせまたはカスタム メッセージ

を追加できます。 
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3. ログイン ページのロゴ 

ログイン ページにカスタム ロゴを挿入できます。 

注： 詳細については、「Studio 開発者ガイド」を参照してください。 
 

ガント ビューは印刷できる 

ガント ビューを印刷できるようになりました。 ガント図の［印刷可能

ビュー］アイコンは、印刷するタスクの読み取り専用ビューを新しいウィ

ンドウに表示します。 一度に最大 300 のタスクを表示できます。 ページ

の高さは自動的にタスクに適合します。また、ページ幅は自動的に列およ

び期間設定に適合します。 

ガント ビューを印刷する前に、ブラウザ メニューで背景色およびイメー

ジ オプションを選択します。 

  

ブラウザ 実行するアクション 

Internet Explorer、Firefox ブラウザ メニューで［ページ設定］オプションを使用し

ます。  

Google Chrome ブラウザ メニューで［印刷］オプションを使用します。 

注： Internet Explorer および Firefox でブラウザ メニューを有効にするには、

Alt キーを使用します。 
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CA Microsoft Project インターフェースの変更点 

リリース 13.3 では、Microsoft Project インターフェースに対して以下の変

更が行われました。 

リソースの平準化 

CA Microsoft Project インターフェースは Microsoft Project のリソース

の平準化機能をサポートします。 Microsoft Project でリソースの平準化

を実行し、CA Clarity PPM にプロジェクトを保存する場合、リソースの

平準化情報が CA Clarity PPM データベースで維持されます。 次回に CA 

Clarity PPM から Microsoft Project でプロジェクトを開くと、入力したリ

ソースの平準化情報を利用できます。  

注： リソースの平準化の詳細については、Microsoft Project のドキュメ

ントを参照してください。 
 

パフォーマンスの調整 

Microsoft Project インターフェースは、以下の領域のパフォーマンスを

改善するように調整されました。 

■ CA Clarity PPM から Microsoft Project へのプロジェクトのエクス

ポート 

■ Microsoft Project から CA Clarity PPM へのプロジェクトのインポー

ト 

小さなプロジェクトでは、インポートおよびエクスポート アクション

のパフォーマンスが向上します。 実績値と ETC、ベースライン コスト

と使用曲線などの大きな時間スケール値データがあるプロジェクトで

は、期待された向上が見られない可能性があります。 
 

Java Runtime Environment の提供 

CA Clarity PPM は Microsoft Project による使用を目的として、特定の 

Java Runtime Environment（JRE）を提供します。 JRE は、エンド ユーザ

のワークステーション上のハード ドライブ（Microsoft Project インター

フェースのインストール ディレクトリ）にコピーされます。 JRE は 

Microsoft Project インターフェース統合に使用され、Windows ワークス

テーションに使用される JRE からは独立しています。 
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Microsoft Project インターフェースは、互換性があると CA が認定して

提供する内部 JRE バージョンのみを使用します。 この方法により、JRE 

のワークステーション Windows インストールが正しいバージョンで

ないか、JRE がない場合に発生する問題を回避できます。 IT 部門は、

Microsoft Project インターフェースを展開する際に、JRE バージョンを

更新する必要はなくなりました。 
 

サイレント インストールのサポート 

このリリースで、Microsoft Project インターフェースは、ユーザが介在

することなくサイレントにインストールできます。 

以前のリリースでは、Microsoft Project アドイン セットアップを実行す

ると、Windows オペレーティング システムは、発行元を確認できない

というメッセージを表示しました。 その後、カスタマイズをインス

トールするかどうか尋ねるメッセージが表示されました。 
 

このメッセージは現在表示されなくなっています。 アドインが正常に

インストールされると、確認メッセージが表示されます。 Microsoft 

Project インターフェース アドイン セットアップが、インストーラ 

ウィンドウを自動的に閉じます。 
 

ガント ビュー上のタスク期間は編集できる 

ガント ビュー上のタスク期間は、タスクの開始日およびタスクの終了日

の間の作業日の数を表します。  期間は、保存後に、タスクの開始日とタ

スクの終了日に基づいて自動的に計算されます。 このリリース以降、ガ

ント ビュー上のタスク期間を編集できるようになりました。 これは、プ

ロジェクト マネージャがタスクの開始日および終了日だけでなくタスク

期間に基づいてタスクをスケジュールするのに役立ちます。 

以下の表では、ガント ビュー上のタスク属性を編集するときに表示され

る対話型の変更について説明します。 

  

編集するフィールド 結果 

タスク期間 タスクの終了日およびガント バーが変更されます。 

タスク終了日 タスクの期間が変更されます。 

タスク開始日 タスクの終了日が変更されますが、タスクの期間は変更されません。 
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ただし、以下の場合はタスク期間を編集できません。 

■ タスクがマイルストーンまたは要約タスクである場合。 

■ その期間に対してタイムシートがすでにサブミットされている場合。 

注： 詳細については、「プロジェクト管理ユーザ ガイド」を参照してく

ださい。 
 

XOG ガバナーの上限 

XOG によって多数のインスタンスをインポートまたはエクスポートする

場合、メモリ不足（OOM）またはタイムアウト例外が発生する可能性があ

ります。 これらの問題を処理するため、CSA の［アプリケーション］タブ

にある［最大 XML ノード数］オプションを設定できるようになりました。 

このドキュメントでは、［最大 XML ノード数］をノードの上限と呼びま

す。 ［最大 XML ノード数］用のデフォルト値は、オンデマンド環境およ

びオンプレミス環境の両方において 150,000 です。 
 

このリリース以前は、XOG 読み込みリクエストについては、リクエストさ

れた情報全体が単一の応答で送信され、それによって OOM またはタイム

アウトの例外が発生しました。 このリリース以降、サーバはノードの上

限に達するまでインスタンスを処理します。 処理後は、ページネーショ

ンを使用して、応答はチャンクでクライアントに送信されます。 次のイ

ンスタンスのセットに対するページネーションを使用し、適切な情報と共

に新しい読み込みリクエストをサーバに送信する必要があります。 読み

込みリクエストに対して処理されたインスタンスの数は XOG 出力のス

キップ要素で更新されます。 
 

インスタンスをインポートする場合、サーバは反復ごとに 20 個のインス

タンスを処理します。 20 個のインスタンスがロードされる前にノードの

上限に到達した場合、サーバはその反復でその時点までにロードされたイ

ンスタンスのみを処理します。 残りのインスタンスは、次の反復で自動

的に考慮されます。 

注： XOG ガバナーの上限設定の詳細については、「XML Open Gateway 開

発者ガイド」を参照してください。 
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［コスト計画］入力の非アクティブなリソース 

このリリース以降、アクティブなリソースと非アクティブなリソース用の

情報は、両方ともコスト計画詳細に表示され、レート計算に使用されます。 

リソース属性がリソース プロファイルで指定される場合、その属性の値

はアクティブなステータスにかかわらずレート計算に対して取得されま

す。 

たとえば、トランザクション クラスがリソースに対して定義される場合、

リソースのトランザクション クラスがコスト計画に表示されます。 トラ

ンザクション クラスはレート マトリクスからレートを取得するために使

用されます。 プロパティの概要ページまたは会計のプロパティ ページで

リソースを非アクティブに設定しても、この動作は変わりません。 

リソースに定義されたトランザクション クラスがないが、プロジェクト

上の割り当て、ETC、または実績がある場合、レートはレート マトリクス

から取得されます。 アクティブなステータスによってこの動作は変わり

ません。 
 

拡張された機能 

このリリースでは、以下の機能が拡張されています。 

■ MS Sharepoint 統合の向上 (P. 20) 

■ バブル チャートの透過性 (P. 21) 
 

Microsoft SharePoint の変更用コネクタ 

Microsoft SharePoint Connector Release 3.0.0 が最新です。 Microsoft 

SharePoint Release 2.0.2 またはそれ以前のコネクタがインストールされて

いる場合、既存のコネクタをアップグレードすることはできません。 新

しい Release 3.0.0 コネクタのインストールが求められます。 既存のコネク

タは SharePoint 2010 に基づいており、新しい Release 3.0.0 コネクタは 

SharePoint 2013 に基づいています。 
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バブル チャートの向上 

このリリース以降、バブル チャート内のバブルは半透明になっています。 

この変更により、大きなバブルの後ろにある小さなバブルが表示されるよ

うになります。 以前は、バブルがチャートで塗りつぶしオブジェクトと

して表示されていたので、小さなバブルは表示されませんでした。 
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第 3 章： ドキュメント 
 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

マニュアルの変更点 (P. 24) 

CA Technologies マニュアル選択メニューの表示 (P. 25) 
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マニュアルの変更点 

CA Clarity PPM のマニュアルは、これらの変更と共に情報をより速く検索

できるよう改善されました。  

■ CA Answer Bar。 CA Answer Bar

（https://enable.ca.com/answers/us/CA-Clarity-PPM）を使用して、必要

な CA Clarity PPM 情報をすばやく検索できます。 最新の「ハウ ツー」

シナリオのコンテンツを見つけたり、CA サポートから有益な情報を得

たりできます。 検索の時間が減り、ジョブの完了により多くの時間を

費やすことができます。 CA Clarity PPM 13.0 およびそれ以上では、技術

コンテンツを利用可能です。 

■ CA Clarity PPM Cookbook。 一部の CA Clarity PPM の技術コンテンツが、

モバイル デバイス プラットフォーム Flipboard で利用できます。 この

ビデオを見て、今すぐクックブックを使用してください。 フリッピン

グをお楽しみください。 

■ RSS フィード フォルダに CA Clarity PPM Cookbook を追加するには、

以下の URL を追加します： 
http://cookbooks.ca.com/cacppm/?feed=rss2 

■ モバイル アプリではなくブラウザで CA Clarity PPM Cookbook を表

示するには、以下の URL にアクセスします： 
https://flipboard.com/section/ca-clarity-ppm-cookbook-bgk99n  

■ オンライン ヘルプ マニュアル選択メニュー。 コンテンツの検索方法

を簡略化し、改善するため、製品で利用できるマニュアル選択メニュー

には製品のドキュメントのみが含まれます。 リリース ノート、グリー

ン ブック、KB 記事、ソーシャル メディアなどの追加情報は、CA Support 

Online 上の On Premise および On Demand マニュアル選択メニューで

利用できます。 

■ 新しいポートフォリオ管理シナリオ ガイド。 ポートフォリオ マネー

ジャが必要とする「ハウ ツー」シナリオのコンテンツを提供します。 
 

https://enable.ca.com/answers/us/CA-Clarity-PPM
https://www.youtube.com/watch?v=F7oU_Ue0-v0
https://www.youtube.com/watch?v=F7oU_Ue0-v0
https://www.youtube.com/watch?v=F7oU_Ue0-v0
https://flipboard.com/section/ca-clarity-ppm-cookbook-bgk99n
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■ 新しいポートレット リファレンス ガイド。 すべての標準装備のポー

トレットおよび PMO アクセラレータ ポートレット用のリストと詳細

を提供します。  

■ アクセラレータ、アドイン、およびコネクタ ガイド。 ユーザによるコ

ンテンツの検索方法を改善するため、アクセラレータ、アドイン、お

よびコネクタ用のリリース ノートは、関連する製品ガイドに含まれる

ようになりました。 

■ 基本ユーザ ガイドおよび CA Clarity パーソナライズ機能ユーザ ガイド。 

ユーザによるコンテンツの検索方法を改善するため、「CA Clarity パー
ソナライズ機能ユーザ ガイド」のコンテンツは、「基本ユーザ ガイド」

に含まれるようになりました。 

■ アクセス権限リファレンス ガイド。 ユーザによるコンテンツの検索方

法を改善するため、すべてのガイドのアクセス権限は「アクセス権限
リファレンス ガイド」に含まれるようになりました。 それらは、個別

のガイドには含まれなくなりました。 

■ XML Open Gateway 開発者ガイド。 要素構文 IsComplete および 

completed は非推奨の形式と見なされ、complete によって置換されまし

た。 たとえば、true の場合、OBSAssocs 要素のオプションの complete 要

素は、任意の OBS 関連付けがセットとして完全な置換を表すことを示

します。 値が false の場合、既存の OBS 関連付けは挿入または更新さ

れます。 sample.xsd ファイルを含むサンプル コンテンツは、引き続き

古い形式を表示する可能性があります。 ドキュメントは、complete 要

素を含むトピックで、以下の注と共に、単一基準のこの認識を反映し

ます。 

注: Complete は現在使用されていない形式である completed および 

IsComplete に置き換わるものです。 

 
 

CA Technologies マニュアル選択メニューの表示 

CA Support Online のドキュメント ページで利用できる CA Technologies マ

ニュアル選択メニューで、セクション 508 に準拠している HTML 形式と 

PDF 形式の製品ドキュメント セットを提供します。 CA Support Online から 

CA Technologies マニュアル選択メニューをオンラインで表示できます。ま

た、マニュアル選択メニューをコンピュータ上にダウンロードしてローカ

ルで表示することもできます。  
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CA Technologies マニュアル選択メニューは、製品と一緒に自動的にインス

トールされ、重要なドキュメント セットを HTML 形式で参照できます。 マ

ニュアル選択メニューは、製品の［ヘルプ］リンクをクリックすると表示

できます。 

ZIP ファイルを抽出して CA Technologies マニュアル選択メニューを表示す

るには、以下の手順を実行します。 

1. WinZip などのアーカイブ製品を使用します。 

2. コンテンツをローカル フォルダに解凍します。 

3. Bookshelf フォルダ内の Bookshelf.html ファイルをダブルクリックしま

す。 

CA Technologies マニュアル選択メニューが開きます。このメニューを

使って、製品ドキュメントの表示と検索を行うことができます。 
 

ドキュメントを検索する場所 

以下の場所から製品ドキュメントにアクセスできます。 

■ 製品の［ヘルプ］リンクをクリック。 

■ http://www.ca.com/jp/supportのテクニカル サポート 

■ Answer Bar でトピックを検索。 
 

PDF の表示および検索方法 

PDF ファイルを表示するには Adobe Reader が必要です。ご使用のコン

ピュータにインストールされていない場合は、Adobe の Web サイトから

ダウンロードおよびインストールしてください。 

CA Technologies マニュアル選択メニューで Adobe Reader を使って PDF 

ファイルを開いて検索すると、PDF ファイルが個別に検索され、検索用語

の個々のインスタンスが表示されます。 
 

http://www.ca.com/jp/support/
https://enable.ca.com/answers/us/CA-Clarity-PPM
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付録 A: 互換性 
 

この付録には、このリリース用のオペレーティング環境情報が含まれます。

また support.ca.com の［互換性］リンクからも利用できます。 

この付録に記載された製品の一部は CA Clarity PPM に付属していないため、

ユーザが購入する必要があります。 CA Clarity PPM に付属しているソフト

ウェアの詳細については、「CA Clarity PPM に含まれる製品」を参照して

ください。 詳細については、使用許諾契約を参照してください。 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

クライアント (P. 27) 
Clarity Mobile Time Manager (P. 30) 

変更履歴 (P. 31) 
 

クライアント 

以下の表に、CA Clarity PPM にアクセスするクライアント コンピュータ用

にサポートされているソフトウェアを示します。 

注： 複数バージョンのサードパーティ ソフトウェアの同時使用は、非同

期および互換性の問題を引き起こす可能性があるため、サポートされてい

ません。 CA Technologies は、ベンダーがサポートするサードパーティ ソ

フトウェアのバージョンのみをサポートします。 

 

 Microsoft Windows Apple Mac OS Desktop Linux 

オペレーティング 

システム 

■ Microsoft Windows XP 

Professional： SP3 以上 

■ Microsoft Windows 7 SP1 

32 ビットおよび 64 ビッ

ト、全エディション 

■ Microsoft Windows 8、32 

ビットおよび 64 ビット 

■ Mac OS X： リリー

ス 10.8.4 または

それ以上のパッ

チ レベル 

■ 「Web ブラウザ」

セクションにリ

ストされている

ブラウザをサ

ポートするすべ

てのベンダーま

たはバージョン。 

http://support.ca.com/
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 Microsoft Windows Apple Mac OS Desktop Linux 

Web ブラウザ 

■ Microsoft Internet Explorer 

10.0 およびそれ以上の

パッチ レベル（Microsoft 

Windows 7 および 8）1） 

■ Microsoft Internet Explorer 

9.0 およびそれ以上のパッ

チ レベル 

■ Microsoft Internet Explorer 

8.0 およびそれ以上のパッ

チ レベル 

■ Firefox 22 およびそれ以上

のリリース レベル 2）  

■ Google Chrome 31.x.x. また

はそれ以上のリリース 2） 

■ Safari 6.0.5 およ

びそれ以上の

パッチ レベル 

■ Firefox 22 および

それ以上のリ

リース 2） 

■ Firefox 22 および

それ以上のリ

リース 2）  
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 Microsoft Windows Apple Mac OS Desktop Linux 

クライアント アプ

リケーション 8） 

■ Microsoft Excel 2010-2013 

32 ビットおよび 64 ビッ

ト： 全エディション。 

■ Microsoft PowerPoint 

2007-2013 32 ビットおよ

び 64 ビット： 全エディ

ション。 

■ Microsoft Project 

2010-2013 32 ビットおよ

び 64 ビット： 全エディ

ション 3） 

■ Java 7 Runtime 

Environment： 1.7 update 25 

またはそれ以上のアップ

デート レベル 4） 

■ Adobe Flash Player 11.7 ま

たはそれ以上 5） 

■ Acrobat Reader 7.0 または

それ以上 6） 

■ CA Open Workbench 2.1 

■ Crystal Reports 2008 

Designer Client SP57） 

■ Microsoft Excel 
2011 

■ Adobe Flash 

Player 11 または

それ以上 5） 

■ Mac OS Preview 

PDF ビューア 6） 

■ Microsoft Project 

へのサポートな
し 

■ Open Workbench 

へのサポートな
し 

■ Crystal Reports 

Designer へのサ
ポートなし 

■ Acrobat Reader 

7.0 またはそれ以

上 6） 

■ Adobe Flash Player 

11 またはそれ以

上 5） 

■ Excel エクスポー
トへのサポート
なし 

■ Microsoft Project 

へのサポートな
し 

■ Open Workbench 

へのサポートな
し 

■ Crystal Reports 

Designer へのサ
ポートなし 

サードパーティ 
SOAP 

統合ツールキット 

■ Microsoft Visual Studio 

2005 （.NET Framework 2.0） 

■ Apache AXIS 1.4-6 

■ Apache AXIS 1.4-6 ■ Apache AXIS 1.4-6 

メモ:  

■ 
1）CA Business Intelligence は Microsoft Internet Explorer 10.0 でサポー

トされていません。 
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■ 
2） Firefox および Chrome の新しいリリースは、リリース後の最小限

のテストだけでサポートされている場合があります。 Google 

Chrome バージョン 29、30、および 31 には CA Clarity PPM での既知

の問題があるため、バージョン 32 またはそれ以上を使用すること

を推奨します。 

■ Firefox や Chrome などのブラウザは頻繁に更新されます。 リリース

は必要に応じて更新されます。 

■ 
3）x86 Microsoft Project 用の JRE x86 をインストールします。 x64 

Microsoft Project 用の JRE x64 をインストールします。 
 

■ 
4）Open Workbench、CA Clarity PPM Microsoft Project インターフェー

ス、および XOG クライアントに必要。 

■ 
5）Xcelsius ダッシュボード表示用。 

 

■ 
6）製品ドキュメントおよびオフライン レポートの表示用。 

■ 
7） カスタム レポート開発にのみ必要。 

■ 
8）複数バージョンのサードパーティ ソフトウェアの同時使用は、

非同期および互換性の問題を引き起こす可能性があるため、サ

ポートされていません。 CA Technologies は、ベンダーがサポート

するサードパーティ ソフトウェアのバージョンのみをサポートし

ます。 
 

Clarity Mobile Time Manager 

以下の表に、Clarity Mobile Time Manager アプリケーションに対してサポー

トされているモバイル オペレーティング システム プラットフォームを示

します。 

 

 iOS Android 

モバイル オペレー

ティング システム 

■ Apple iOS 6.0 またはそれ

以上  

■ Apple iOS 7.0 またはそれ

以上 

■ Google Android OS 4.0 またはそれ以上 
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変更履歴 

CA Clarity PPM リリース 13.3.00 での変更点 

 

コンポーネン

ト 
説明 

モバイル オペ

レーティング 

システム 1） 

■ Apple iOS 6.1.4 および iOS 7 のサポートを追加しました 

■ Google Android OS 4.2.2 （Jelly Bean）のサポートを追加しました 

クライアント 

ブラウザ 

■ Microsoft Windows 用の Firefox 19.0.2 22 のサポートを追加しました 

■ Microsoft Windows 用の Google Chrome 32.x.x.x のサポートを追加しました。 

また、バージョン 29、30、および 31 での既知の問題に関する脚注を追加し

ました 

■ Apple Mac OS 用の Safari 6.0.52 のサポートを追加しました 

■ Adobe Flash Player バージョン 11 のサポートを追加しました 

クライアント 

アプリケー

ション 
■ Microsoft Project 2007 のサポートを終了しました 

CA Clarity PPM リリース 13.2.00 での変更点 

 

コンポーネン

ト 
説明 

モバイル オペ

レーティング 

システム 1） 

■ Apple iOS 6.0 およびそれ以上のサポートを追加しました。 

■ Google Android 4.0 （Ice Cream Sandwich）およびそれ以上のサポートを追加

しました。 
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コンポーネン

ト 
説明 

クライアント 

ブラウザ 

注： CA Technologies では、関連するサードパーティ ベンダーによってサポート

されているブラウザのバージョンのみをサポートしています。 

■ Firefox 19.0.2 のサポートを追加しました。 

■ Firefox ESR 17.0.4 のサポートを追加しました。 

■ Firefox ESR 10.0.5 のサポートを終了しました。 

■ Microsoft Internet Explorer 10 （Windows 8 のみ）のサポートを追加しました。 

■ Chrome 25.0.1364.172m のサポートを追加しました。 

■ Apple Safari 6.0.2 （Mac OS X 10.8.2 またはそれ以上で使用）のサポートを追

加しました。 

クライアント 

アプリケー

ション 

■ Microsoft Project 2010-2013 32 ビットおよび 64 ビット： すべてのエディ

ションのサポートを追加しました。 

■ Microsoft Excel 2010-2013 64 ビット： すべてのエディションのサポートを追

加しました。 

■ Microsoft PowerPoint 2010-2013 64 ビット： すべてのエディションのサポー

トを追加しました。 

■ CA Open Workbench 2.1 のサポートを追加しました。 

■ CA Open Workbench 2.0 のサポートを終了しました。 

メモ:  

■ 
1） このサポートの対象は Clarity Mobile Time Management アプリ

ケーションのみです。 
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CA Clarity PPM リリース 13.1.00 での変更点 

 

コンポーネン

ト 
説明 

クライアント 

ブラウザ 

注： CA Technologies では、関連するサードパーティ ベンダーによってサポート

されているブラウザのバージョンのみをサポートしています。 

■ Firefox ESR 10.0.5 以上のリリース レベルのサポートを追加しました。 

■ Firefox 13.0 以上のリリース レベルのサポートを追加しました。 

■ Firefox 3.5 のサポートを終了しました。 

■ Firefox 8.0 のサポートを終了しました。 

■ Chrome 18.0.1.25.152m 以上のリリース レベルのサポートを追加しました。 

クライアント 

アプリケー

ション 

■ Xcelsius Designer 2008 Service Pack 5 のサポートを追加しました。  

■ Xcelsius Designer 2008 Service Pack 3 のサポートを終了しました。 

■ Crystal Reports Designer 2008 Service Pack 5 のサポートを追加しました。 

■ Crystal Reports Designer 2008 Service Pack 3 のサポートを終了しました。 

CA Clarity PPM サービス パック 13.0.01 での変更点 

 

コンポーネント 説明 

クライアント 

ブラウザ 

■ Firefox 10.0 のサポートを追加しました。 

■ Firefox 8.0 のサポートを終了しました。 

■ Firefox 3.6 のサポートを追加しました。 

■ Firefox 3.5 のサポートを終了しました。 
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CA Clarity PPM リリース 13.0.00 での変更点 

 

コンポーネント 説明 

クライアント 

ブラウザ 

■ IE 9.0 のサポートを追加しました。 

■ IE6 および IE7 のサポートを中止しました。 

■ Firefox 8.0 のサポートを追加しました。 

■ Safari 5.1.1 のサポートを追加しました。 

クライアント 

アプリケーショ

ン 

■ Microsoft Project 2000、2002 および 2003 のサポートを中止しました。 

■ Crystal Reports デザイナ 2008 のサポートを、SP3 またはそれ以上（サービ

ス パックではなく）と定義しました。 

SharePoint 
Server  

■ SharePoint Server 2010 のサポートを追加しました。 

■ SharePoint Server 2007 のサポートを中止しました。 

 



 

付録 B: アクセシビリティ機能  35  

 

付録 B: アクセシビリティ機能 
 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

製品機能の強化点 (P. 35) 

ユーザのアクセシビリティの設定 (P. 39) 

キーボード ショートカット (P. 40) 
 

製品機能の強化点 

CA Technologies は、すべてのお客様が弊社の製品およびサポート ドキュメ

ントを正しく使用してビジネス業務を遂行できるよう、全力を尽くしてい

ます。 アクセシビリティ モードを有効にすると、支援を必要とするユー

ザ向けに、ユーザ インターフェースのコントラストを最適化し、スクリー

ン リーダーをアシストします。 

CA Clarity PPM のアクセシビリティ機能は、Mozilla Firefox 13 ブラウザおよ

び Job Access With Speech （JAWS）スクリーン リーダーと一緒に使用した

ときに最高の機能を発揮します。 

CA Clarity PPM は、以下の領域において Windows ベースおよび Macintosh 

ベースの環境からアクセシビリティ拡張機能を継承します。 

■ 表示 

■ 音声 
 

■ キーボード 

■ マウス 
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注： 以下のトピックの情報は、Windows ベースおよび Macintosh ベースの

アプリケーションに適用されます。 Java アプリケーションは多数のホスト 

オペレーティング システムで実行されており、これらのシステムの一部

にはすでに Java アプリケーションで使用可能な支援テクノロジがありま

す。 これらの既存の支援テクノロジで、JPL で記述されたプログラムへの

アクセスを提供するには、ネイティブ環境における支援テクノロジ自体と、

Java 仮想マシン（Java VM）内から使用可能な Java Accessibility サポートと

の間のブリッジが必要です。 このブリッジは、両端が Java VM とネイティ

ブ オペレーティング システムであるため、ブリッジ先のプラットフォー

ムごとに若干異なります。 Oracle では現在、このブリッジの JPL 側と Win32 

側の両方を開発しています。 
 

表示 

コンピュータ画面の表示を見やすくするには、以下のオプションを調整し

ます。 

フォント スタイル、色、およびアイテムのサイズ 

フォントの色、サイズ、その他の表示の組み合わせを選択できます。 
 

画面の解像度 

ピクセル数を変更して、画面上でオブジェクトを拡大できます。 
 

カーソルの幅および点滅速度 

カーソルを見つけやすくしたり、点滅速度を最小化したりできます。 
 

アイコンのサイズ 

アイコンを大きくして見やすくしたり、アイコンを小さくして画面の

スペースを増やしたりできます。 
 

高コントラストの配色 

見やすい色の組み合わせを選択できます。 
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音声 

画像の代わりに音声を使用するか、またはコンピュータ サウンドを聞き

やすくしたり区別しやすくしたりするには、以下のオプションを調整しま

す。 

音量 

コンピュータ サウンドの音量を上げたり下げたりできます。 

音声変換 

音声で読み上げたコマンド オプションやテキストを聞くことができ

ます。 
 

警告 

警告を視覚的に表示します。 
 

通知 

アクセシビリティ機能が有効または無効になったときに、聴覚的また

は視覚的な合図を送ります。 
 

スキーム 

コンピュータのサウンドと特定のシステム イベントを関連付けるこ

とができます。 
 

キャプション 

スピーチおよびサウンドのキャプションを表示できます。 
 

キーボード 

以下のようにキーボードを調節できます。 

表示の間隔 

キーを押したときにどのくらいの速度で文字を繰り返すかを設定でき

ます。 
 

トーン 

特定のキーを押したときに音が鳴るようにできます。 
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スティッキー キー 

片手または 1 本の指で入力するユーザは、別のキーボード レイアウト

を選択できます。 
 

マウス 

以下のオプションを使用して、マウスの動作を速くしたり使いやすくした

りできます。 

クリック速度 

選択するときのマウス ボタンのクリック速度を選択できます。 
 

クリック ロック 

マウス ボタンを押したままにしなくても強調表示したりドラッグし

たりできます。 
 

アクションの入れ替え 

マウスの左ボタンで制御される機能と右ボタンで制御される機能を入

れ替えることができます。 
 

点滅速度 

カーソルの点滅速度を選択したり、点滅させるかどうかを選択したり

できます。 
 

ポインタのオプション 

以下の操作を実行できます。 

■ 入力中のポインタの非表示 

■ ポインタ位置の表示 
 

■ ポインタが画面を移動する速度の設定 

■ 見やすくするためのポインタのサイズおよび色の選択 

■ ダイアログ ボックス内のデフォルト位置へのポインタの移動 
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ユーザのアクセシビリティの設定 

ユーザのアクセシビリティを設定するには、以下の手順に従ってください。 

以下の手順に従います。 

1. ［管理］を開き、［組織とアクセス］から［リソース］をクリックし

ます。 

2. リソースの名前をクリックします。 

 ［プロパティ］ページが表示されます。 

3. 適切な［アクセシビリティ］チェック ボックスをオンにします。 

スクリーン リーダー最適化 UI 

スクリーン リーダーがよりよく機能を認識できるように、ユーザ 

インターフェースが最適化されるかどうかを決定します。 スク

リーン リーダーを使用している視覚障害のあるすべてのユーザの

ために、このチェック ボックスをオンにします。 

既定値： オフ 

ハイコントラストの色モード 

色覚障害のあるユーザを補助する特別な UI テーマを使用するかど

うかを決定します。 選択すると、ユーザにはハイ コントラストの 

UI テーマが表示されます。 

既定値： オフ 

4. 変更を保存します。 

5. （オプション） ［スクリーン リーダー最適化 UI］を選択した場合は、

スクリーン リーダー ソフトウェアがコンピュータ上で実行されてい

ることを確認してください。 

6. ユーザが CA Clarity PPM にログインすると、一旦ログアウトしてログイ

ンし直すよう指示されます。 
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キーボード ショートカット 

基本機能のキーボード ショートカット 

以下の表では、すべての CA Clarity PPM ページで利用可能な基本機能の

キーボード ショートカットについて説明します。 

  

フィーチャー キーの組み合わせ 

ホーム メニュー Ctrl+Alt+h 

管理メニュー Ctrl+Alt+a 

お気に入りメニュー Ctrl+Alt+f 

戻る Ctrl+Alt+b  

または 

Alt+ 左方向キー 

ホーム ページ Ctrl+Alt+Home 

更新 Ctrl+Alt+F5 

検索 Ctrl+Alt+s 

履歴 Ctrl+Alt+v 

ヘルプ F1 
 

CA Clarity キーボード ショートカット（アクション） 

以下の表では、CA Clarity PPM ページ上のアクションのキーボード ショー

トカットについて説明します。 

 

アクション キーの組み合わせ 代替アクセシビリティ 

キーの組み合わせ 

フィールド エディタの有効化（たとえば日付

ピッカー等） 

Enter Alt+Enter 

ポップアップを閉じる Esc Shift+Esc 

タブ メニューを開く Enter Alt+Enter 
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アクション キーの組み合わせ 代替アクセシビリティ 

キーの組み合わせ 

メニューで左、右、上、または下に移動 左方向キー 

右方向キー 

上方向キー 

下方向キー 

Alt+ 上方向キー 

Alt+ 下方向キー 

Alt+ 上方向キー 

Alt+ 下方向キー 

ハイライトされたメニュー アイテムの選択 Enter Alt+Enter 

リスト ページのリンクを開く Ctrl+Enter  

チェック ボックスのオン/オフ 

注： チェック ボックスにフォーカスがある必

要があります。 

スペース キー  

階層リストの展開 

注： 階層リストの + にフォーカスがある必要

があります。 

スペース キー  

 

CA Clarity キーボード ショートカット（リスト） 

以下の表では、リストのキーボード ショートカットについて説明します。 

  

アクション モード キーボードの組み合わせ 

リスト内の編集と表示モード間の切り

替え 

表示、編集 Enter 

リスト（グリッド）内のセルからセル

への移動  

表示 

 

左方向キー 

右方向キー 

上方向キー 

下方向キー 

リスト内の別のエリアへの移動： ポー

トレット アイコン、列ヘッダ、リスト

の本文、ボタン 

表示 Tab （転送） 

Shift+Tab （戻る） 

表示モードへの切り替え 編集 Esc または Enter 

セル内での左または右への移動 編集 左方向キー 

右方向キー 
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アクション モード キーボードの組み合わせ 

編集可能なセルから編集可能なセルへ

の移動 

編集 Tab （転送） 

Shift+Tab （戻る） 

行の最後に移動 

注： TSV 行でのアクションの場合は、

キーボードの組み合わせを繰り返して 

TSV セクションから移動してください。 

編集 Ctrl+ 右方向キー 

行の先頭に移動 編集 Ctrl+ 左方向キー 

ページを上または下に移動 表示、編集 Ctrl+Alt+ 上方向キー 

Ctrl+Alt+ 下方向キー 

リストの一番上または一番下に移動 

注： TSV セル内のアクションの場合は、

キーボードの組み合わせを繰り返して 

TSV セクションから移動してください。 

表示、編集 Ctrl+ 上方向キー 

Ctrl+ 下方向キー 

ドロップダウン リストまたは日付セレ

クタを開く 

編集 Enter 

ドロップダウン内の選択項目を移動 編集 上方向キー 

下方向キー 

ドロップダウンまたは日付セレクタ内

のハイライトされた値の選択 

編集 Enter 

日付セレクタ内の日付のハイライト 編集 下方向キー 

長いテキスト エリアでの新しいライン

の追加 

編集 Ctrl+Enter 
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付録 C: サードパーティ ソフトウェアに

関する通知 
 

CA Clarity PPM で使用するサードパーティ製ユーティリティおよびソフト

ウェアのライセンス情報は、CA Technologies マニュアル選択メニューの 

¥Bookshelf Files¥TPSA フォルダから入手できます。 

CA Technologies マニュアル選択メニューでライセンス情報を開くことが

できます。 サードパーティ ライセンス契約の隣の［TXT の表示］リンクを

クリックします。 
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